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新聞記事に私がコ

メントを寄せました。 

 愛西市が市内のす

べての中学３年生に、

修学旅行のコースと

して、被災地を訪問す

る企画を始めて２年、

その効果は着々と出

始めています。 

 何より素晴らしい

のは、日本一液状化の

被害が予想される、濃

尾平野の海抜ゼロメ

ートル地帯の、将来を

担う子どもたちが災害学習をするという、画期的な取り組みです。未来への投資、高

齢者の中には、こういうことに大いに税金を使えという意見も聞きました。（裏へ→） 



 

このいささか過激な意見を述べているのは、私が常に尊敬してやまない、小浜市の

古刹、明通寺の住職、中島哲演老師です。彼が生涯をかけて行っているのは、原発反

対運動です。若狭湾には一杯原発がありますが、小浜市には１基もありません。それ

は哲演老師が命をかけて反対運動をしているからです。 

自衛隊は有事の時に国を守る事が大前提です。戦争以外に、大災害には欠かせない

存在です。その意味で、哲演老師のあっと驚く発想には目からうろこが落ちました。 

私たちハザード会が自衛隊が来る前に出来ることは、備蓄・耐震・避難ルート・避

難場所などの情報を各戸で整備していく啓発活動だと思います。（文責：野呂美道） 


